


検診について一年宮原腿子豊福千役鶴'１１美帆
・８月２３日から８月２５日までの三|｣間。

・９：００～１５：３oごろまで。

検診は、受付今問診今身艮・体遮の測定今血圧測定今採血今過去のデ
ータとの照合→エコー-少先生による最終問診という流れで行われた。

まず、受付で保健婦さんが受診者に名前・年齢・住所を聞いて、番号のついた
問診票にそれらを書き、受診者に渡していただく。受診者は番号順に問診を受け
る。問診では、既往歴、手術・入院歴、肝臓について、インターフェロンの治療
歴、かかりつけの病院、飲酒膝、織治旅歴などをうかがい、記録する。身長・体
重・血圧を測定し、その後、検体を得るための採血を行う。採血が終わると、先
生が過去の検診のデータと照合し、必要であればエコーを行う。エコー終了後、

先生が結果を見ながら妓終問診を行い、検診は終了する。

三l｣間とも午前中の受診者が多く、混雑が見られた。採血に時間がかかり、受

診者の方を待たせてしまうこともあった。午後は比較的人数が少なく、スムーズ

に進行できた。ギリギリの時間に来られる方もあり、受診者は途絶えることはな
かった。去年より受診者の数は少なかったということだ。

採血について四年谷口秀将

今年の壱岐班での採血について簡単に触れたい。

例年に引き続き行われている総合診療部の壱岐でのＣ咽肝炎の調査に必要な

この採血は､熱研入部希望の目玉となる数少ない学生のうちに出来得る実習体験

であり、大半の部員が入部動機の筆頭に上げるものである。

では具体的に採血について述べていく。

採血の準備として①注射器、②注射針、③プラスチック製滅菌試験管、④駆血

帯および採血用枕、⑤酒精綿（70％エタノールを含んだ脱脂綿)、⑥油性ペン、

⑦ゴミ容器(使用済みの注射器等を入れる)､等が必要な器具として挙げられる。

また試験管（各人１本）上半部に，各人の受付番号を油性ペンで記入する。そし

て注射器のプランジヤーを一杯まで押し込み，針をつける（ここでキャップを取

ってはならない)。

採血する静脈の選択として前腕の肘正中静脈、榛側皮静脈等を利用する。体表

からよくみえる静脈が必ずしも太いとは限らない(私はこれでよく失敗をした)。

被検者の腕を採血用枕上におき,充分に進展させる｡改めて穿刺部位より１０ｃｍ

ぐらい上に駆血帯をかけ，静脈を怒張・固定させる。このとき静脈がわかりにく

い被検者は数回拳を強く握り，それからしっかり握ってもらうと判り易くなる。

さて静脈穿刺部位をあらかた決めた所でその部位を酒精綿で，やや強くこする

ように消毒する。注射器の針のキャップをはずし，空いている手を供血者の前腕
におき，穿刺部位にあたる皮哨をひっぱって緊張させる。この時消毒した部分を
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ように消毒する。注射器の針のキャップをはずし，空いている手を供血者の前腕
におき，穿刺部位にあたる皮膚をひっぱって緊張させる。この時消毒した部分を
汚染しないように注意する。触れてしまった時はもう一度消毒をやりiI‘I:す。
静脈穿刺部位のやや下を皮膚に対し約３０°の角度で穿刺し，その後角度を浅
くする。静脈内に入った後，試験管を押し込んで注射針に差し込み、試験管に血
液の流入が認められるとそのまま固定する。この時血液の流入が途中で弱くなっ

てしまった方々 へは､５～１０秒毎に手をゆるめたり，握ったりして頂いたりする。

規定雌の採血が終了したら駆血帯をはずし，針を動かさず試験符を抜き，その

後針を抜き取る。その後ただちに穿刺部位を滅菌ガーゼで圧する。供血者は空い

ている手の親指を肘にあて，３本の指でガーゼの上からしっかり数分間圧をかけ，

肘を屈曲させる。

さて．使用後の針は手に刺さないように充分注意して注射器の針にキャップを

する。この時キャップを針の方に持って来るのではなく、キャップを机に置き、

そのキャップの方に針を差し込むように入れると針刺し事故の確率が極めて低

下する。使用後の針・酒精綿等はそれぞれ指定の容器に入れる。

このような流れで採血は行われた。今年の熱研からの参加者は新入部員が多く、

初日は皆緊張していて失敗も多かったが､肢終日ともなると皆それなりの技術が

身に付いたのではないかと思われる。また技術だけの進歩にとどまらず患者との

コミュニケーションの取り方、医師としての行動、責任などいろいろ学ぶ所も多

かったはずである｡医学を学ぶものとしてもう一度初心に返るいい機会にもなっ

た収穣の多い活励となった｡またこの採血にあたり学生liil土でｲ''1度も練習してき

た過程で、患者の痛みも理解出来る事も出来た。

この採血という機会を与えてくれた１８０人ぐらいの患者さん、先生方、そして

同行していただいた班員たちに感謝の意を表したい。

問診について－年西田有毅

壱岐での活動において、どのように問診を行ったかについて報告する。

具体的に質問することは、①現在までの病歴、②飲酒するかしないか（するな

らば１Ｈにどれくらいか)、③針治療の有無、④輸血の有無、⑤ｃ鯉肝炎の治旅

としてインターフェロンを使用したことがあるか、そして病歴の質問とは別に、

特に⑥肝l職の疾患の有無、といったものである。壱岐での活動の目的はＣ型肝炎
の調査であるため、①、③、④、⑥の質問が重要なものと言える。

検診に来られる方には、挨拶をしてすぐに色んなことをしゃべりだし、なかな
か話が終わらない方と、逆にこちらから話しかけないと何も教えてくれない方と

がいる。どちらもそのままではスムーズな問診が行えない。そのために、前者に
対しては、タイミングを見計らって別の質問に移ったり、後者に対しては、同じ
内容のことを別な表現で尋ねたりして､なるべく円滑に問診できるように心がけ
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るとよい、ということが、実際に問診を行ってみてわかった。また、川診が機械
的にならないように、天気のこととか、どうやって来たかといった、日常的なこ
とを派して、イ;Ⅱ手をリラックスさせることも重要である。

今側の活肋では、上記のようなことをうまく実行することがあまりできず、ﾉデｉ
惑ったこともあった。先輩の様子を見ていると、やはり上手だな、と感じた。し

かし、初めて現場の医旅を体験できたということは、私にとってとても刺激的な
ことであり、これからの活動の綴にしていきたいと実感した。

壱岐班総括四年阿部・朗

今年の壱岐班は一年生六人を含め､計十四人という極めて大きな班としての活

動であった。正直、この多人数で自分は班長として班蝋をまとめられるのか、・

年生六人は大丈夫なのか、などの思いがあったが、一年生をはじめとして班貝の

協力もあり、この活動班は成功であったと思う。

と、前満きはその程度にして、壱岐班の意義、それは、「医師としての活動に

直接触れ、そこから医学生として考える」ことだと私は考える。医学生として何

を考えることができたか、私は今凶の活動を通じて医師という』Ⅲ災のもつjli任、

即ち、白衣の持つ意味の大きさについて考えることができたと思う。我々は、検

診では白衣を綿て、問診や採血を行う。その姿を見て、受検肴が我々を医師であ

ると考えるのは至概当然のことである。それが怖ろしいことなのである。伐々は

医学4ﾐとしての自覚を持つと同時に､それ以上に医師として見られているという

自覚を持たなければならないのだ。「学生だから（うまくいかないのはしょうが

ない、許してもらえるだろう)」ではだめなのである。

ではどうすればいいのか。我々に、十分な知識、技術が備わっているはずはな

い。我々にできること、それは一人一人の受検者に対してきちんとした態度で、

自分のできる限りのことをするということではないかと私は考える。自信を持つ

ことは大切である、しかしいつでも謙虚に受検者と接することが最も大切なこと

であると思うのだ。

昨今、ｉｎｒｏｒｍｅｄｃｏｎｓｃｎｔが話題になっている。これをうまく

やらない医師が多いと聞くが、何故か。私は先程述べた「謙虚さ」がそういう医

師には欠けているのではないか、と考える。無論、先程述べたのは医学生として

についてなのだが、医師になってもその心を忘れずに患者と接していけたなら、

独りよがりにはならないのではないだろうかと思うのである。

私は今lnlの活動を通じてこのようなことを考えたが、おそらく班員も夫々 、今
回の活動を通じて様々なことを考えたであろう。壱岐班は椎もが堵え、成長でき

るすばらしい活動班だと,思う。このような活動班に班長として参加できたことを

心から感謝したい。
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石垣班

期間

2001年７M３０日～８月３日

目的

l)石垣,libで現在行われている医療の実際を調査する

2)石煩lWiをモデルとしてこれからの離島医療を考える

班員

桑内膜太郎(M1）

中村典山美(M2）

臼元洋介(M1）

金川索子(M1）

介田浩昭(Ｍ１）

茂地福'了･(Ｍ１）以上６名

研修内容

l)九州大学附鵬病院総合診療部のHBV・HTLV-l疫学調査への同行

2)ル!:立八1k山嫡院肪間を肋間し現在の医療現場を知る

3)保健姉さんや保健所の方に石垣島独自の疾患について伺う
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概説（文責:桑内）

今同の石城班の立ち|-:げに際して当初、「話術･技術･知識』という３つの目的を掲げ

た。具体的には、話術一朴々の患者に接する際の基本的態度を身につける、技術一採

血のスキルアップ、知撤一Ｂ型肝炎の実態を知る、というものである。これらは、ど

れも将来医師として働くときに、どれひとつとして欠くことのできないものではない

だろうか。

また、さらにﾘ1F前勉強の中で「石垣の地理的な特徴である離島の観光地という状況

に即した医療というものはどういうものだろうか｣、という疑問が朔いてきたので、こ

のことも念頭に活動してきた。例えば、一言に離島医療といっても様々なケースが考

えられるが、石垣の場合、Ｉ:１本国内に居ながらにして国際保健(1)を考えることができ

るという而lfjい側而を持つので、これらに触れながら報告したいと思う。

Ｂ型肝炎について医学的な見地から（文責:金田）

Ｂ剛下炎ウイルス(HBV)は血液を介して感染する。４０年ほど前までは、輪liIl､を受けた

人の半数以上が輸血後肝炎を発症したと言われる。当時輸血後111:炎と’『われたものは、

そのほとんどがＢ型、Ｃ型肝炎であったと考えられている。Ｃ剛肝炎のウイルスが同

定されたのは1988年のことであり、輸血血液に関して、ｌＩＢＶの発見が先んじた。

Ｂ型肝炎は、1968年にオーストラリア抗原との関係が証明された。１９７０年に完全な

Ｂ型肝炎ウイルスが発兇されると、オーストラリア抗原はウイルスの表晒抗原である

ことが判明した。それまで行われていた売血制度(2)は1969年に廃止され、献血血液に

対するHBV抗原検査は１９７２年に導入された。1980年にＢ型肝炎に対する免疫グロブリ

ン(抗体)が製造承認され、ワクチンはその４年後(1984年)に製造承認されている。

このように、Ｂ型肝炎は輸血後肝炎から研究が進んだが、HBVの感染源は一般的には

carrierの血液であり、carrierとなる原因の多くは母子感染であった。なぜなら免疫

能が正常な成人の場合llBVの感染は非持続性感染であり、一部に顕性の急性Ｂﾉ１，肝炎

がおこるものの、多くは不顕性感染のまま、時間の経過と共に自然に体内から排除さ

れるからである。一方、新生児や幼児、あるいは成人の免疫不全者においてＨＢＶは持

続性感染を起こす。しかしcarrierであっても約９割の人には明らかな症状が起こら

ず、特に治療の必要もなく一生を過ごし、気付かないうちに周囲を感染させてきた。

carrierの頻度やウイルスのsubtypeに地域特異性が見られることは、ＨＢＶが母子感染

や家族内感染によって世代を超えて継承されてきたことを示している。
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現在では制度として妊婦に対する抗体検査が行われ、母親が抗体陽性者であれば、

免疫グロブリンによる受動免疫とＢ型肝炎ワクチンによる能動免疫で新生児への感染

を防ぐ措置が取られている。この結果･母子感染の発生は抑えられている。鉢子感染対

策が制度化された1986年以降に生まれた世代では、新たなcarrierの発生はほとんど

みられなくなった。

したがって現在のＢ型肝炎に関する問題はむしろ、すでにウイルスに感染している

人に対して、慢性肝炎から肝硬変、さらに肝癌へと続くプロセスへの移行頻度を下げ

ること、あるいは肝癌の発症年齢を遅らせることにある。重症化するのはcarrierの

うちの一部であるとはいえ、HBVcarrierの肝癌発生率は非感染者にくらべ１００倍も高

い。わが国では肝癌患者のほとんどがHBVまたはHCV陽性肝硬変を合併している。

Ｂ型慢性肝炎の沿旅として、これまではインターフェロン療法やステロイド離脱旅

法などが限定された範囲で有効とされてきた。ウイルスの性質が明らかになるに伴い、

近年では、逆転写酵素阻害薬であるラミブジン(ゼフィックス)が新たな治療薬として

使用できるようになっている。さらに最近、ＨＢＶと発棚との関係についていくつかの発

見があった。すなわち、HBVが発現するＸタンパクが稀々のウイルス遺伝子や細胞遺伝

子のプロモーター・エンハンサーを活性化し、また癌抑制遺伝子の－つであるｐ５３の

作用を阻止していることなどである｡llBV遺伝子が細胞DNAに組み込まれることと発癌

との関係は現時点で不明とされているが、依然注目される問題である。新たな発見に

よって、今後の発展が期待される。

Ｂ型肝炎について疫学的な見地から（文責:倉田）

1.1本のlIBVのcarrierは１２０万から１４０万人いると推定されるが、その正確な数は

不明である。肝炎ウイルスのcarrierには、顕性の炎症を発症し病院に通院または入

院する慢性肝疾患患者集団と、自覚症状がないまま社会に潜在するcarrier集団(無症

候性IlBVc;irrier)の２つがある。前者については、慢性肝疾幽忠背稚録の制度が整伽

されていないので、現在実数は把握されていない。後者については、carrier集団の約

9割を占めていると考えられるが、検診などを行わなければその数を把握できない。以

上のような理由で、Ｉ｣本人のHBVcarrierの数は正確にはわからない。

しかし、1-1本のHBVcarrierを推計する方法が全くないわけではなく、２つの方法が

ある。１つは、日本赤十字社の血液センターの献血血液の検査データを用いる方法。も

う一つは、九大病院総合診療部のように検診を行う方法である。それぞれの方法につ
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いてI説明したいと思う。

A,日本赤十字社の血液センターの献血血液検査データ

これは、献血された血液を検査したものである。これによると、HBS抗原陽性血液の

本数(％)は､1979年(昭和５４年)に２％だったのが１９９３年(､|え成５年)は０．５％と減少し

ている。ＨＢＳ抗原保有陽性とはHBVのcarrierであることを意味している。しかし、こ

の数字を鵜呑みすることはできない。それは、①側木赤十字血液センターでは、１９７２

年(昭和４７年)８ｊ:lからＨＢＳ抗原陽性者に対して、医療機関への受診と献血の辞退の勧

告を行っており、献血者集団の中からHBS抗原陽性者が脱落している、②献血辞退を

受けていない一般の献血者は、年平均３回の献血をしている、などデータに偏りがあ

るからである。

このため、１９９５年４川から1996年の３月の全献血者の''1から初回献血者を抽出し、

その集団でＨＢＳ抗原陽性率について調査し年齢階級別に分類してみた。初回献血者を

抽出したということもあり、３０歳未満の献血者数が多くなっている。年齢階級別に分

けると、ＨＢＳ陽性抗原率が４０歳代１．４６％という高い値であるが、４０歳未満では１．０％

を下、っている。

B,九大病院総合診療部の検診データ

これは、総合診療部が、１９７０年・’980年・’988年・’996年に八重山諸烏の住民を

対象に検診を行い、HBC抗体陽性者とIlBs抗原陽性者のデータである。HBC抗体陽性者

は過去に皿Ｖに感染したことがある人を､llBs抗原陽性者は現在HBVに持続感染してい

る人(HBVcarrier)をあらわしている。１９８６年から肥Ｖの母子感染を防ぐため、ＨＢＳ抗

原陽性者の母親が出産したときに新生児に免疫処股するようななったため、１９８０年か

ら1988年にかけて急激にその数が減っている。そして特に、1988年以降の２０歳未満

のHBC抗体陽’性率が30歳以上のそれと比べて少ないことがよくわかる。八重山諸烏は

全国的に見てＨＢＶに感染したことのある人が多いのだが、このことから、母子感染予

防などの対策が効果を発揮していることがよくわかる。

まとめ

次のページのグラフから、lIBVcarrierの数は若年層で確実に減ってきていることがわ

かる。これは、母子感染に対する免疫処憧、血液製剤の安全管理など、HBVの感染防止

策が行われたおかげである。HBVcarrierの数が減ることには問題はないのだが、私個

人としては、HBVcarrierの数に関する全国的な正確な統計がなかったことが残念であ

る。
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総合診療部の果たした役割（文責：茂地）

総合診療部は、毎年行垣島でHTIjV-1・ＨＢＶの感染状況についての実地調査を行っ

ており、現地の人々から採血をしている。以下に、総合診療部による沖縄県八重l｣I地

区におけるHTIjV-1感染の推移を例にとりあげ、調査内容を楠単に示す。

（１）対象

沖縄県八重山地区の妊婦及１歳以上の保育園児を含めた一般市民、HTLV．l抗体

陽性の鰍から生まれた児

（２）調査期間・年齢

一般''７民：１９７０年～1998年（21～９３歳）

妊婦：１９８９年~1998年（15～４３歳）

HTLV･Ｉ抗体陽性の母から生まれた児：１９８０年~1999年（l～１７歳）

保育園児：１９８４年～1999年（1～６歳）

（３）調査方法

ＨTI｣V･１抗体：ＰＡ法にてスクリーニング、ELISA法・ＷＢ法で確認検査

（４）結果

1970年から1999年のHTIjV-1抗体の推移と母乳保育について以下のように検討

した。

（１）一般住民のHTLV－１抗体陽性率は１９７０年10.0％、１９８０年8.9％、

１９９８年１１．８％であった。３９歳以下では１９７０年６８％、１９８０年3.9％、

１９９８年0.5％と有意に減少していた。

（２）妊婦の抗体陽性率は１９８９年7.7％だが漸減し１９９７年は2.8％と肢も低か

った。

（３）母乳保育期Ⅲと母乳感染率は比例しており、母乳､甫育の割合は減少し、さ

らに母乳哨乳期間は短縮傾向にあった。

（４）出産時の術生管理により母乳哨育なしの児のHTIjV-1感染率は1987年の

12.8％からの１９９９年の2.6％に減少した。

近年、当地区での若年屑のHTIjV･１感染率は著名に減少していた。その原因として、

妊婦における感染率の減少、母乳捕育の割合の減少、母乳捕育期間の短縮、周産期に

おける感染防止対策の効果が考えられる。

総合診療部は、ＨＢＶに関してもこのような調査を行っており、石垣島におけるＨＢＶ

の感染率も有意に減少していることを確認している。これは、総合診療部が学問的な
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目的のためだけに実施綱査を行っているのではなく、調査から得られたデータをもと

にこれらの感染症を減少させるための取り組みを行って、その成果が現れていること

を意味する。具体的には、現地の保健所や診旅所にこれらの感染症への対処法等につ

いて指導したり、現地の人々にはこれらの感染症を鮒搬してもらい、検査や治療に欄

極的に協力してもらうよう促したり、さらには感染率の推移を調べることで感染状況

を管理したりしている。そのために、最近では、特に母子感染率が低い水準に保たれ

ており、次世代の現地の人々がこれらの感染で苦しむのを防ぐことができたという重

要な役割を果たしたといえる。



採血の意義と感想（文貢：臼元）

今回採血には、４日目からの途中参加を含め部員６人で参加した。採血の経験者は

３人で、私を含めて残り３人は初体験であった(練習で相互に採血した邸や実禰で同級

生に採血した噸はあったが)。私は、医学部に入学してから基礎科I_|の洲;腿を受け雅礎

科目の実習を行ってきたが、患者に接するという事は今まで一度もなく、これが初め

ての体験となった。したがって、石垣島にいく準備をしている間、また石垣ﾉﾙへの飛

行機の１１'、そして石塊勘に蒜いてからも、ずっと初めての体験への期待を抱きつつ不

安を感じていた。

採血初日、私は戸惑っていた。頭ではわかっていても、やはり練習の時とは全く雰

囲気が違った。人に対して医療行為を行うのも初めてなら、さらにその相手が未就学

児巌であった聯も追い討ちをかけていた。何をすればいいかもわからず、ただ時間が

過ぎていき、ただ疲れてしまった。その時に手伝いに来て下さっていたある保健婦さ

んの手際の良さ、子供達の扱いに驚いた。泣き叫び、暴れる子供だってあっという間

に採血をしてしまう。それが技術なのかもしれないし、経験なのかもしれない。果た

して私があそこまで衆','・く採血できるようになるのだろうか。それはあの保ｆＭｌｌ｢さん

の姿を見て以来ずっと思っている聯である。結局５日間のうち、３Ｗ人秘の子供達を

対象に採血を行ったが、私は一人、しかも総合診療部の先生の助けをイルリて採IiII､を行

ったのみだった｡確かに採血をする平はできなかったが､色々なTl唯考えさせられた。

泣き叫ぶ子供達をみて､識義で聞いてただ聞き流していたQOLという蔚葉が浮かんだ。

採血程度で、と思われるかもしれないが、身を､任せるという点に関して言えば、その

延長が手術やその他の治療なのではないだろうか？インフォームドコンセントについ

てもそうだ。前までは、忠者の同意など得ず、医者が無断で治療方針を決めたり、検

査を行ったりという零があった。しかし、今ではもうそのような聯は有り得ないし、

有ってはならない。医師と患者の信頼関係に基づいて、説明を行い､理解してもらい、

同意をえて、できうる限り心者のＱＯＬを損なわないような治療を行うようになってき

た。それが医学の基礎であるという聯を、今回の採血でよく実感できた。机の上だけ

の勉強では得られない体験だった。

この活動での経験を、ただこの活動の経験として完結させるのではなく、これから

の活動の韮盤としつつ、更に新たな経験を加えていけるようにしたいと思う。
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Ⅱ

県立八重山病院を訪れて（文責：中村）

私たちは石垣島の医療の実際を知るために島内唯一の総合病院である県立八重山

病院を見学させていただいた。そして、そこで外科出身の伊江院長と九大からこの蒜

に派辿された産婦人科の富永先生にお話を伺うことができた。

折垣島内の人口は約５万人、診療所は４７箇所あるが専門は小児科１人、産婦人科１

人、雛形外科０人…というのが現状で、総合病院は県立八重山病院だけである。ベッ

ド数350床、スタッフ３９名。医局員は３３，３４才が多く、卒後３年目など芯い先生が

中心である。

まず伊江院長が病院内を案内して下さった。建物は、私の印象では千鳥橋病院くら

いの大きさで、Ｓ５５年に旧館、Ｓ58年に新館ができたそうである。新館には皮膚科、人

間ドッグ、Ｘ線、血管造影室などがあるが、皮噛科には現在ドクターがおらず、検査機

器もＣＴはあるがＭＲＩはない、という具合であった。

南国の離島医療ならではの特色に、救急救命体制が挙げられる。まず、周りが海な

ので洋上救急が年間２，３例あり、Ｓ47年以降、のべ1600例ほどの洋上救急を経験して

いる。洋上救急はヘリコプターで行うが、搬送に時間がかかり、救出してから病院に

到着するまで５時間もかかることがある。また、海上保安庁の管轄で離島間搬送を年

間６０例行っていてその３割は医者も同乗する。

また夜間救急はあるが、１次救急と２次救急(3)の|型別などはなく他の病院に送るこ

とはできない為、当直医師はすべてをこなさなくてはならない。救急の患者を受け入

れるため、全部で３つある手術室のうちひとつは常に空けているそうだ。当直は内科

一人、外科一人、ただし外科は整形、泌尿、脳外でローテートし、小児科、産科、締

神科はオンコールで駆けつけるようにしている（病院の敷地内に寮がある)。麻酔科医

も２人いるそうだ。

またハブクラゲ(』)に刺される人も多く、地元の人は子供のころから刺され慣れてい

るが、観光客はショックをおこして死ぬこともある。Ⅱ焼けで来る人もやはり多く、

２度の熱傷になって搬送されることもある。

他にも、例えば人工心肺は沖縄本島にしかないのでヘリで空輸になるが、高度300Ｍ

以上に上がると潜函病患者は、重篤になってしまうので注意しなければならないそう

だ。ただし、鹸近は高圧酸素機器が入ったので対応が可能になってきたようだ。年間

２０例ほど、ＪＴＡで本島まで患者を空輸するケースがあり、席を９席はずして担架をの

せるようにしている。冠動脈疾患の患者なども、内科的処置はできるがPTCA(5)や心臓
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カテーテルや手術はできず、一旦落ち着かせて本島に送る形になる。

さらに重大な問題のひとつにマラリアがある。外国船の出入りがあるため、セイロ

ンやスリランカから輸入されるというケースが年間１例はある。さらに島内にもハマ

ダラカが生息しているので、いったん伝播すると急速に広がる可能性もある。そのた

め石垣島保健所では、媒介者であるハマダラカの研究と住民への啓蒙活動を盛んにし

ていた。

また小児科も大きな問題を抱えている。島内の開業している小児科はシンガポール

人が一人で、八重山病院も小児科医の定員は３人に対し２人しかいないという現状で

ある。小児科医の絶対的な不足のため、先生方は寝る間もない。夏場は逆に子供の患

者が少ないので半数ものベッドに内科の患者を入院させるが、冬場はインフルエンザ

が多く予防接種を徹底させるようにしている。ＮＩＣＵやlCU(6)は完備されており、ここ

で求める小児科医の条件は「新生児を診られること」だそうである。内科としては、

いくら「長寿の県」とはいえ、やはり虚血性心疾患や糖尿病といった慢性病を抱えて

いる人が多い。また秋にはお年寄りが暖をとりにきて、高血圧持ちなのでそのまま大

動脈飛離をおこすという珍しいケースもある。

最後に離島医療を担う側の心構えとして、いくつかのことを話して下さった。－島

という閉鎖されている環境なので、他の病院には容易に頼れないし、患者さんは簡単

にはよそにはいけない。だからよい医療を提供しなければならない。そのためには個

人がしっかり勉強しなくてはならないし、専門が違うからといって垣根をつくっては

いけない。互いに相談しあい、協力しあうようなチームワークや組織力が大切になる

●

また産婦人科の稲冨先生は、現場で働く医師について話して下さった。今回の研修

のテーマであるＢ型肝炎とHTLV-1について､先生が石垣島に来てから３ケ月のうちに、

陽性のお母さんからの出産を両疾患とも経験されたそうだ。

Ｂ型肝炎は1985年以来のＢ型肝炎感染防止事業のおかげでそれほど大きな問題では

ないが、HTLV-lは大変ということだ。まず、お母さんに説明するのが大変で、以前検

査を無断で行っていたころがあり、あるお母さんが「白血病!?」と言ってパニックを

おこしたのと、助産婦さんからの「いままでしてなかったのに！」という猛反発とが

重なり、また多産のお母さんからは、「今までは母乳で育てていたのよ！」と反対され

たりしたため、今は検査をしていない。この頃ようやく、パンフレットを作り自費で
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スクリーニング検査をうけるようにする計而が進んでいるが、実行はまだ先になりそ

うだ。

また他にも次のような特徴が挙げられる。

1.出産費期が高いので、未払いの人や妊婦検診を受けない人が九大病院より多い

2.お産できる病院はここしかないので、近くの離島に住む人は、３０数週になったらあ

らかじめ入院するか、近くの旅館に泊まって待機してもらう

３．１．代での出瀧や、５，６人瀧む多産の方も多い

4.自宅で出産という例も多いが案外地元の人ではなく、東京とかから居場所をさがし

て流れてきたこだわりの人に多かったりする。けつこう扱いが大変で、病院も人手が

足らないから出張などもできないので、何とかｎ分で産んでもらうしかない。

最後に、次の言葉が心に残っている。

－なんといっても離島は心の触れ合える医療を実践しやすい環境にある。「こんな患者

さんが多い」といろいろいったけど、実際はどこにも未払いの人などはいるし、研究

ではなく臨床の立場から言ったら、先人観はもたないほうがうまくいく気がする。教

育レベルが低いとか、収入が低いとか、そういうことは大きな問題なのではない。ど

こもかわらないのだ-．

稲富先生のお話は、臨床の現場に携わる一医師としての悩みや意気込みを感じさせ

るもので、とても感銘を受けた。お話を聞いていると、一度このような離島医療を体

験するのは医師としての実力を高めてくれるのではないかと思えてくる。石垣島に行

く機会のある人は、是非一度先生をお訪ねするといいのではないだろうか．
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石垣島をモデルとした離島医療（文責：桑内）

石垣島は離島である。この場合の離島と言うのはもちろん大都市から離れていると

いう意味だ。というわけで、離島独特の問題というものがいくつか挙がってくる。こ

こでは、主なもの３つを紹介したい。

一つ|･Iに、距離的なもの。これは、近隣の最も大きな都市である、那紺でさえまで

も５００キロも離れている、ということである。石垣島のような小さな島には都市部の

ような火病院は当然存在しないし、それ故、最新の医旅槻器も揃っていない。したが

って、重篤な疾患や事故により緊急で難しい手術が必要になった場合は那覇へと搬送

しなければいけない。ところが、諸事情により最低でも救助してから病院到着まで何

時間もかかってしまう。この間に患者の容態が急変してしまうことがある。このよう

に距離が剛れているがゆえに時間の問題が同時に出現してしまうのだ。

二つI言|に、人材的な問題、つまり、慢性的な医師不足があげられる。地元の開業医

は後継者不足に悩み、県立病院は勤務医不足に悩んでいる。近隣都市の大学病院から

派遣された医師は大伽低１～２年で帰ってしまう。このため、医師は忠者や上地に馴染め

ないだけでなく、忠者も医師を心底信頼することができない。これでは、医療の根本

である相互､信頼が揺るいでしまいかねない。

三つ1-1に、コミュニティー的な問題がある。これは上の問題とも関連があるのだが、

流動的な医師とは反対に、看護婦や保健婦は地元に留まる。したがって、外からやっ

てきた医師が新たな検査法や診療法を取り入れようとしても、『これまでやっていな

かった』という理由で反対され受け入れられない。結果的に医学の進歩が目覚しい現

代において、必要以上に保守的になることは、もしかすると時代遅れな医療しか展開

できないという結果になるのではないだろうか。

以上、桐垣を離島として見た場合の大きな問題点を三つ挙げたが、これらを解決す

るために、どのような方法が考えられるだろうか？この研卿修で、多くの方々の意見を

Iﾙ|いて私|とI身が考えたことを紹介したいと思う。

雌鮎医旅というと、とかくネガティブに考えられがちだが、ここで発想の職換をし

てみれば良いだろう。つまり、『離島とは時代遅れな医療しか展開されない場所』と

いう考えを『閉鎖的な空間で限られた機器だけで最高の医旅を提供する場所』と蛎換

してみるのだ。そうすると、「自分の専門外だから診ない、診られない」というkl-い

考えが通用しないので、離島は自然と自己研鎖の場へと変わるのではないだろうか。

また、この高度情報化社会の現代において地理的な事情だけで国境を作るのではなく、
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多彩な観点から通常の国境とは別の区域を考え、医旅にも応用していったら良いので

はないだろうか？実際に現在、県立八重山病院と台湾の台北の病院とをつなぐネット

ワークを作ろうという動きがあるようだ。これが実現されれば、わざわざ那覇まで長

時間かけて搬送しなくても、すぐ隣の台北に運べるようになるだろう。すると台北に

は那覇よりもより大きなしかも最新の医療が提供されるだろう。これによって、多く

の人々のＱＯＬが高く保たれるのではないだろうか、と思う。人の命に比べると、出入

国問題やＪ保健医療の問題は些細なことではないだろうか、と思う。

総括（文責：桑内）

今回の研修を振り返ってみて、また1.分たちの活動を客観的に判断して、実に有意

義な研修だったと思う。それは、胃頭の『|的を果たせたというだけではない。

日本の、いや世界の誰もが知っているように、沖純県は第二次枇界大戦中に日本で

唯一の地上戦が行われ多くの人々が殺織され、またｎらの命を絶った場所である。と

ころが我々が石垣で研修を行っている最中は全くそんなことを忘れてしまって、「採

血の技術が未熟だな」とか、「離島医旅ってどんなのだろう」ということばかり気に

していたように思う。しかし、福岡へ戻る際に沖縄本島に立ち寄り『ひめゆりの塔」

『旧日本海軍指令豪』『米軍墓地』などを目の当たりにした時、戦争の悲惨さ、人の

命の重要さを改めて実感したのだ。その時、ふと考えさせられたことがある。「牧々

医学生というのは医学や医術を学ぶことに精一杯になってしまって、その根底にある

優しさだとか命の大切さを忘れがちになってはいないだろうか」ということである。

この実に基本的なことを再認識できたことが我々衝垣班の活動を簸終的に、より一

段と素晴しいものに上げたように思う。

最後に、この石垣班の活動に際して、お忙しい中ご支援．ご協力くださった多くの

方々に感謝しつつ、筆を樋きたい。
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戸田新細菌学南江堂
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売血制度(2)

…血液を売り買いする制度、栄養而・術生面の問題から、献血制度に変わった

１次救急と２次救急(3)

…前者は誰でもできる救急治療で、後者は盗格ある人しかできないもの
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情報医学班

1．活動目的

２１世紀に入り，人類はゲノム全ての配列を手に入れた。生命科学は，方法論的に大きな

変化を遂げ，加速度的に発展すると樽えられる。脹学に携わる以上，この時代の流れには

逆らうことはできず，臨床に進む学生であっても，学生時代に相応の知識に触れておくこ

とはマイナスでないと考える。

現在の代表的なトピックスや新興分野を学び，考察することを通して，ポストゲノム時

代の生命科学ひいては医学の在り方を考えることをＦ１的とする。

2．参加者

洲崎悦生（6年)，森桂（4年)，市川太祐（3年）

部外参加者

鍵本忠尚（６年）

3．活動概要

◆勉強会（4～８月）

○ポストゲノム時代のバイオロジー

概論

プロテオミクス

ＳＮＰｓ

ＤＮＡマイクロアレイ

ケノム創薬

構造ゲノミクス

○バィォィンフォマティクス

概論

「ゲノム情報生物学」抄読
E-cellプロジェクト

●６月２２日中山敬一先生（九州大学生体防御医学研究所教授）を交えてのディスカッシ

ョン

◆見学

○８月１７，１８日山形県鶴岡市慶雁義塾大学先端生命科学研究所

１０月１０日総括
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4．活動報告

＜ポストゲノム時代の生命科学～ケノム計画の果たした意義＞

今から１ｏ年ほど前、ヒトのもつゲノムの塩基配列を片っ端から解読していこうと言い

出した人物がいた。雌近よく耳にするようになったヒトゲノム計画の始まりである。提案

者はＤＮＡの二重らせんモデルを解明した－人であるジェームス．ワトソンであった。そ

して、２００１年の２月にその大まかな配列解析が終了したと報じられた。ヒトの持つ全

染色体の塩雑配列をＡＴＧＣの粒びに変換してしまう。極めて有機的な堆命現象から無機的

な篭-f怖報への変換、これがヒトゲノム計画の本質の一つといえるだろう。これまでも遺

伝子lii位での塩進配列のデータベース構築は行われてきたが、これを網維的に行ったこと

がこの計両の最大の意義といえる。

さて、従来の生物学・医学の様々な分野はゲノム情報を利用することで大きく変わろう

としている。そのような分野としてこの後の各論で扱う、構造ゲノミクス、SNPｓ解析、

プロテオミクスなどが挙げられる。これらは考え方そのものは以前よりあったのだが、ゲ

ノム解析およびそれに並行した技術の進歩によって飛躍的な発艇を遂げた分野である。一

例としてSNPｓ解析をとれば、これは代謝などに関わる遺伝子の一塩基多型を解析すると

いうものである。この解析結果から単因子の遺伝子異常では説明できない多閃予性の疾患

（糖尿病、がん等）へのなりやすさ、更には個人の体質を推定することができる。多くの

遺伝子を洲くるというこの解析の性質上、どうしても網羅的なゲノム情柵が必要となるた

め、これもヒトゲノム計画を抜きにしては語れないものである。

また、生命を情報として捉えることにより新しく生まれた学問がある。これはバイオイ

ンフォマテイクスと呼ばれている。これは膨大な鼠の生命情報を扱うために生まれた学問

であり、これまでの生物科･学の本流であった実験生物学とは趣を典とするものである。こ

れについては後ほど詳しく触れる。

ただし、大まかな塩基配列の解読が終ったとはいえ、これだけではゲノム情報としては

まだまだ不完全である。情報の意味･付け、具体的に言うなら伝子位綬の同定などがまだ残

っている。また塩基配列情報そのものも完全に正確なものではないとも聞く。開始から１

０年経ったとはいえ、このようにやっとスタートラインに立ったぐらいの感も否めないが、

ヒトゲノム計画がこれからの生物学・医学に多大な影響をもらすことはまちがいないであ

ろう。そうはいってもいまいちピンとこない人も多いだろうが、渦!|ｺにいるというのはそ

ういうものである。二遮らせん構造の解明から約５０年たった今、やっとＤＮＡという言

梁が定蒲してきたようにゲノム解読のインパクトもあと２０年ぐらいしたら一般のレベ

ルに定蒜するようになるのかもしれない。

このような流れの''1生まれた新しい研究分野について幾つか紹介する‘

・プロテオミクス

ある時ある細胞（あるいは組織）に発現している蛋白を網羅的に解析する手段や技術を

プロテオミクスと呼ぶ。ゲノム解析（ゲノミクス）から造られた筒葉である。細胞ネット

4６



・構造ゲノミクス

構造ゲノミクスとは、言うなればゲノム解析の三次元版といったものである。今、よく

言われているゲノム解析を設計図の解読とするなら、それに対応した部品の同定がこの構

造ゲノミクスになるだろうか。ただし、この部品の同定は網羅的なものであり、今までの

ように何かの機能が欠損したハエやマウスからその機能を机っていた遺伝子を推測し、そ

れに対応したタンパク質を取り出してくるといった同定とは性格の違うものになる。

それでは次に具体的な手順を示す。私達の体を構成しているタンパク質の数は莫大なも

のになるので、なかなか片っ端から調べていくのはあまりに非効率である。よって、手間

をはぶくために、同じような立体柵造をとると思われるタンパク質同'２をそれぞれの仲間

に分けるという手段がとられる。そうして、多くの群に分けたあと、それぞれの群の中で

代表となるようなタンパク質を選び州す。こういった選別過程を経た後、その代表タンパ

クに対して構造解析と機能解析が行われる。一番最初の例でいくと、部品の形と、その部

齢の働きを調べているわけである。これが柵造ゲノミクスの一連の流れになる。このよう

にして、タンパク質のカタログみたいなものができる。さて、このカタログの使用法とし

て、創薬への応用が挙げられる。薬を創る時、面倒なのは標的（たとえばレセプター）に

くっつく分子つまりは薬のﾉﾙ〔型となるものを探す過程である。この過程において、先に述

べたタンパク便のカタログが役に立つ。たとえば、レセプターのある部位にくっつく分子

を探したいとする。その時はまずその部位の１，V報を入力して、カタログと照らし合わせて

みる。すると、似たような部位をもつタンパクがいくつか候補にでてくる。それぞれの候

補タンパクの研究が進んでいればそれらのタンパクと相互作用する分子の情報も同時に

提示される。このようにして、標的レセプターにくっつく分子を探す過程を大幅に省くこ

とができる。ここでは創薬を例にとって説明したが、榊造ゲノミクス、つまりタンパク質

のカタログづくりは、いろいろな手間を満くことが出来るという意味で大きな可能性を秘

めているといえるであろう。

．ＳＮＰＳ（siI1gIenucIeotidepolmorphism）

ＤＮＡ－蝋基における個々の多様性である。３０億塩基対からなるヒトゲノムの９９．

９％は全員が共有しており、わずか０．１％（３００万塩基対）にこの変異があると考え

られている。つまり、約１０００塩蛙に１個の割合で存在する遺伝子多型が､個々の容姿・

体質に変化をもたらしている。具体的にはcommondiseaseへの感受性や、薬物の効果・

副作用の違いが大きくＳＮＰｓに依存しているのではないかと考えられ、現在精力的にＳＮ１Ｐ

ｓの解析が進められている。これが疫学的臨床データと融合することで、疾患の遺伝的要

因がより明確になるだろう。また必要な患者に、適切な量で、必要な薬剤を投与すること

ができたり、莫大なコストがかかる創薬では、効率よく被験者を選び治験を進めることが
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ワークや細胞プロセスにおける全体的な生物学的Wi報を得る､11:をII的としている。具体敵

には，２次元電気泳動（2,-PAGE）により得られたスポットを，質量分析計（マススペクト

ロメトリー）などを使って分析する。さらに，それらのタンパクの相瓦作用を解析する。

プロテオームのデータベース化も現在進められている。



・ＤＮＡチップ７マイクロアレイ

細胞内では大俄の辿伝子が発現し、それらが多数の相互関係を結んでいる。これまでは

複数の辿伝子産物をとりだし局所に焦点をあてるというスタイルが主流であり、また技術

的にそれ以上は無理であった。しかし、最近開発されたＤＮＡチップ/マイクロアレイで

は、細胞内の辿伝子発現を同時に，そして時間に沿った変化を追うことができる。

具体的には、あらかじめチップに貼り付けたｃＤＮＡ（遺伝子のセット）に、ある細胞の

転写産物であるｍＲＮＡをふりかけることで、相補的なもの同士が結合する。ｍＲＮＡには

蛍光物質がラベルされているので、何がその細胞で発現されているかを可・視化することに

なる。２つの細胞のｍＲＮＡを同時にふりかけると、両方の発現の差を色具合で比べること

ができる。

遺伝子産物を縦軸に、時間軸を横軸にすると、各遺伝子産物の時間的変化を色の強度の

変化として追うことになる。ＤＮＡチップ/マイクロアレイは未知の遺伝子産物も一緒に扱

っている。そのため既知遺伝子産物のタイムコースと比べることで、未知のものの機能や

関連性を類推することができる。また、ある実験条件（薬剤投与など）を加えることで変

化する遺伝子発現も観察することができ、様々な応用が期待されている。

＜生命科学とコンピュータの活川～Bioinfbrmatics・生命情報学＞

２０世紀後半の生命科学は、生命の働きを分子・遺伝子という部品に還元し、部品の集

合が生命であるという特え方を雑盤とした実験生物学であった。その流れの11.1ヒトケノム

の解読が完「したが、この段階では部舶のカタログ怖報が揃っただけである。そこで、そ

れらが集合をなし複雑な‘|;I|瓦,作用をして生命活動を営むという観点から合成論的アプロ

ーチが必妥となってきた｡生命活動をシステムとしてみるとき､遺伝子やその発現､機能、

相互作用などをそれぞれＩｉｌｆ報として扱い統合する、ここに生命科学と情報科学の融合、

Bioinfbmalics・生命情柵学の亜要性がある。

物簡的な生命活､Iには様々なレベルがある。個体・組織・細胞・分子・辿卿伝子、そして

その相互作用。これらの蓄祇された情報を体系化することで、生命活動のネットワークシ

ステムという枠組みで扱いうるものとなる。コンピュータの使用は、このように大量の情

報を扱い、複雑な相互作用をプログラム化する作業で必然となってくる。現在それぞれの

レベルでのデータベースが柵築されつつあり、Ｗｅｂで公開されている。｜司時にデータベー

スを使ってのデータ解析・アルゴリズムの開発も進められ、生物学のみならず、物理学、

化学、数学、工学など、１Ｍ;広い分野が参I町することになる。

Bioinlbmaticsを川いることで全体の“ふるまい”をみることが可能になる。そのシステ

ムの｢'1においてlliWrの物蘭がもつ意味が問われるのである。このような概念に科学的根拠

を与えｲﾘ‘ることを試みるのが、Bioinfbmaticsと言えるだろう。

応用の一つとして細胞のシュミレーションがあげられる。細胞内で刻一刻と変化する現

象を情報として数式化し、コンピュータ上で再現する。このようなプロジェクトに取り組

んでいるのが、腿応大学の伽Ⅱ勝先生の教室である。
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＜冨川研究室見学＞

８月１７．１８日の両lLl，山形県鶴岡市に今年開設

された先端生命科学研究所の見学及び,同研究所教

授の冨田勝先生との談話の機会を得た｡施設見学は１

，洲師の内藤泰宏先生にお|||稲していただいた。

◆施設

実験施設棟及び,インブオマテイクス棟の２棟で

榊成されている。

実験施設棟は,庄内平野を広く望む土地に作られ,立地条件としては最高の場所である。

建物は“box厚in-box”という特殊な建築方法で作られ，外壁に余計な配線，パイプラインな

どを取り付けなくてもよい様に，さらには設備の増設が簡単にできるように作られている‘

周囲から不審な施設と受け取られないようにという肥応である。ここでは幸に代謝経路の

各物質の濃度や反応に関する崖数の算出など，シミュレーションに必漢な実験データを集

めている。また，学生用の実験寵や，冬の積雪を考えた福利施設（宿泊，エンターテイ

メント設備）もある。

一方のインフォマテイクス棟は，鶴岡公園内の施設の一つとして作られており，周囲に

はビオトープ，レストランなどがi犯慨され，内部には市民に|ﾙ|放される図祥館もある。こ

ちらではコンピュータを使って様々なシミュレーションの榊築を進めており，大学院生が

熱心にキーボードに向かっていた．

◆E-cellprQiect

細胞全体の「振る舞い」を見るべく，冨門先生の研究室にて1996年より開発が開始され

た，汎用細胞シミュレーション環境ソフトがE-cellである。樹旧研究室では’Bcellを用

いて赤血球モデル．バーチャル自活細胞モデルなどを作成している。我々の最大の関心事

の一つがこのE-celIであり，実際のデモンストレーションをインフオマテイクス棟にて見

学することができた‘，

E-cell自体は，細胞シミュレーションを行うための材料と

場を提供するための｢シミュレーション環境｣ソフトであり，

実際にどのようなシミュレーションを行うかはもちろん研究

者が規定することになる。

赤血球モデルでは，赤血球内の各代謝経路，及び細胞内外

環境が規定され，各代謝経路の物質濃度の時間変化がグラフ

として出力される。条件を変化させる（例えばグルコース淵

ご壷ごっや 度をｌ/２にする）と，それによる変化がグラフｋで示される

（G6P以ドの濃度が下がり，経路の始めにある物質から徐々に定附状態に凶復してくる)。

シミュレーションを走らせると，約120日目に代謝の破綻を来し，細胞死となる。１２０日！

そう，実際の赤血球寿命とぴたり一致する。皆が感嘆の吐息を漏らした一瞬だった。しか

し．疾患モデルの椛築となると，なかなかうまくいっていないとのことだった。それがそし，
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の疾心に関する知見が不足しているためなのか，それともシミュレーションの組み立てが

悪いのかは今のところ不明だと言う。現時点での「シミュレーションを行う」ことの問題

点の一つがここにある。

自活細胞モデルは，最小のゲノムサイズ（約500遺伝子）をもつマイコプラズマの遺伝

子セットを参考に，生存に必須の127個の遺伝子からなる。これらの遺伝子の発現により

グルコースの摂取やＡ(ＴＰの合成，細胞膜の合成など

を行う。遺伝子はクリック－つでノックアウトが可能

であり’シミュレーションの可能性を存分に発揮する

．つのモデルであると感じた。

今後は，さらにモジュールを拡脹し，総合シミュレ

ーション環境を実現する次世代E-cellの開発を行って

いるとのことである。

なお’Ｅ~cellに関する詳細は，「ゲノム情報生物,､)勺

（中山件店）を参照のこと。

生命の中では多くのシステムが並列，同調して全体を作っている。このような閉じられ

た系は人-に知能などと違って定義しやすく，コンピュータを川いて解析するにはもってこ

いだと思った。ゲノムなんて，たった３０億bp，CD-ROM一枚分ですよ！あまりにもうま

くできすぎている。人工知能より面白そうだと思いました。

結局，仕組みではなく，「ふるまい」を見たい。それをアシストするために実験をし，デ

ータを集める。ここではメタボローム（代謝経路の解析）をはじめとする実験も一緒にで

きるようになっているけど，それはそういうことを１箇所でまとめてやってしまおうとい

』型毎子安ヱー④-ゴゴ翠』恵与牌与喧零F冠月便Jヮ駒弥罰団弦ＪＥz故主奴J⑫シダもFン呂孝ン疹蛍ｂら輯Fzpみぞゴﾀﾛﾛ妬Pジン昌幸秒好み"
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◆冨門先生との談話

冨田勝・慶応大学教授は，バイオインフォマティックスという分野の中でも，異色の研

究を進めているという印象を受ける。バイオインフオマテイクスは，その主流が「ゲノム

データの解析」であり，富田先生のように細胞全体の振る舞いを見ようと，シミュレーシ

ョンを作るという動きは，決して多くはない。もともとが情報科学畑の出身であり，人工

知能の研究ですでに成功を修めていた先生ならではの仕事であろう。我々は，ポストゲノ

ムの勉強会を進める中で浮かんでいたいくつかの疑問や，E-ceⅡをはじめとするシミュレ

ーションの仕事について先生に質問した。

－なぜシミュレーションをしようと考えられたのですか．

自分たちの見方では,実験を進めるのに

必要な知見,例えば仮説を立てるのにシミュレーショ

ンをやるという感覚があります。

実験で得られるのは仕組みです｡生命はインフォメ

ーションであるというのが私の捉え方ですbシミュレ

ーションは仕組みを再現するのでなく，そこから要約

して「ふるまい」を見るのです。シミュレーションは

う事です。

■

．
ｇ
■
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実験の補助道具ではありません。今はシミュレーションをしても実験的な裏づけがないか

らダメという感じですが，将来的にはある論文を評価する時に，現在の知見を元にしたシ

ミュレーションと合致するか，つまりは全体の中でその結果がどのような位置を占めるか

ということが問題になるかもしれません。

－どのようにシミュレーションを組み立てるのですか。

生命の中の様々なシステム，例えば代謝経路などのモデルを作りますね。コンピュータ

上では数式です。作る中で，実際の細胞の振る舞いと合わないならば，どこかにmissing
があるだろうと考えます。現在はまだまだシミュレーションの技術確立は不十分で，いい

アルゴリズムを作るのは難しい。今は皆がａgreeする段階のことを再現する事を目指して
います。ただ，シミュレーションをするためには，網羅的，定量的，重み付けを判断する

データが欠かせません。現在のように，例えばＡとＢの分子が矢印で結ばれるなんて図が

ありますが，ああいう定性的な解析ではシミュレーションはできません。そこが一番のネ

ックであり，またそういう理由から，シミュレーションをする事で現在の表而的な定性的

生物モデルを深めていく糸口になると思っています｡生命科学の最終Il的は,生命の再現，

再現性の確立ですから。

ただ，シミュレーションは現実の再現とは違います。もしそうなら，クォークレベルから

やらないといけない。どこで「手を抜く」かが問題ですね。

－バイオインフォマティクスと言うと，ゲノム解析ばかりで，先生のような'腺

をやっている人は少ないように感じます。

たとえばhomologysearchなんて，結構簡単だし，実験やってる人たちから感謝されます
しね。情報系の人たちが参入してきた時に，とつつきやすい所だからでしょう。

E-cellは，全然知らない人にはとても扱いにくいインターフェイスになっ

てますね。

Ｕｓｅｒ髄endlyにすると，どこかで限界が生じるし，たいしたプラスにならないので，そ
ういうことはしません。ある程度のレベルを要求するなら，そうなります。コンピュータ

言語にしたって，複雑なソフトを作るには，簡単な言語ではダメで，相応に勉強しないと

いけないでしよ？

どのような応用があるでしょうか。

例えばゲノムデザインなど。Ｅ､coIiなどを「家畜化｜する試みなどでは，必須遺伝子の

みを残し，余分な遺伝子はカットして，有用な蛋白を合成するように効率的，効果的にデ
ザインするなど，シミュレーションが力を発揮するでしょう。実験仮説を導き出すツール

としては，私はそういう使い方は考えていない。シミュレーションはバイオロジーに貢献

するというような主従関係ではなく，生命の本質を理解するための並列な武器です。実験
系とコンピュータ系両方の融合が必要です。（内藤先生：例えばシグナル伝達などで，組
み合わせパターンとその確率をリストアップするようなツールは作れるでしょう)。

◆訪問を終えて

「生命はインフォメーションである」「細胞の振る舞いを見る」「現在の生命科学は定性
的である」「シミュレーションによって，生命をより深く埋解できる」いずれも，オリ
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＜収入＞

＜支出＞

第36期決算(００．１２～０１“１１）

前年度繰越金
前年度設備秘立金
寄付

九州大学医学部同窓会
九州電力

西日本新聞民生事業団
九州大学学生後援会
学生外会員

部費
自己負担
雑収入

総計

(単位:円）

151,382

250.000

350,000

70,000

50,000

20,000

490,000

124,000

673'653

3.962

2.182,997

一般会計

企画書作成費3,246
報告書作成費(予算）100,000
機関紙作成費(予算）20,000
総会関連費21,797
行事関連費75,167
（新歓､オータムセミナー）
通信費50,235
用具購入費･雑費35,348
（ＰＣ関連､文具､コピー代等）
設備稲立金400,000

特別会計(活動徴:交通費･宿泊費重研修参加費の半額を援助）
壱岐班390,345

情報医学班63,886
石垣班558,472
エジプ卜班192,205
インド班140.945

総計 2,051,646

来年度繰越金 131,351
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＜協賛諸機関＞

九州大学医学部同窓会

九州電力

西日本新聞民生事業団

九州大学学生後援会

＜ご支援して下さった先生方＞

多田功

渡辺喜一郎

玉田隆一郎

信友浩一

古野純典

由宇宏貴

高松純

山野龍文

竹内実

久保田晃

堤千佳子

江夏怜

瀬野真二郎

吉村健清

木戸靖彦

朝隈真一郎

稲葉頗一

安藤文英

下村･学

野尻五千穂

鷲尾昌一

宮房成一

横尾博志

平橋美奈子

山田瑞穂
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